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る の で あ つ て
，

こ の こ と，は横濱挽關椛物檢 査課長狩谷精之Ji　3〕
が初め て 記 録さ

れ ，．同氏は 百合糞葉蟲 の 名を附け て それ の 生態に關 す る簡翠 な記述 も既に 發表

され て ゐ る
t） ECも絢はち す t 之等 の 出版物が特殊な もの の ため に 未だ分類學者

か ら見落 されて ゐ る や うな の は遺憾 で あ る。
ド
　 狩谷氏に 據れ ぱ

幽
，
の

同氏 が 本種 を初 め て
：

發見 したの は昭和 5 年佐賀縣松 浦郡

志佐 村 に於 て で ， 同村で は黒軌鐵砲百合の 莖奕を食害し ， な ほ 同村の ほ か 同郡湊

村 ・呼子 町 ・同加部島等 に も産 す る と い ふ
。 私 も同 6 年佐賀縣立農事試驗場 か

ら逶附 の 佐 志村産 1 標本 （ユ5．VL 　1931 擁集）を檢 して こ の種 と 同定 した の で

や
つ
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6 月 io 目幅 岡縣糸島郡可也 村に 於 て 操笶 され た 標禾を 同氏 の 好意に よつ て 頂 く
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髄 撫 縫 生塀 して ゐ e ．

暫ふか ら， 少 くも ， 九州北部 の幅 岡 ・佐 賀 ・
長 崎 3 縣には産す る こ とが判 糺

’

　　其後，私 は村松茂及 び堀松 次 兩氏め好 意 に よ つ て 朝鮮 （Shiu’eiJ　9．　VII．1923 ，
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檢す る こ とが出來たが ， 之等の 地 方か らは本種

は從來記録 され て ゐなか う た もの で ある。

　以 上 で ，木 種 の 本邦内分布地 は朝鮮 ・樺太 。
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　　 S − ・ ツ パ で の 記載を見 る と
，

一般 に a．慨 漉 σ餌 は ， 頭部 ば か りで な く，

觸角 ・ 脚 ・ 腹部等 の 色彩 も變化多 く，其等 の 變異に よつ て 敷種 の 異 當型 も言改茂さ

れて ゐ る ほ どで あ る。レ1・楯板 の 如 き も ，

’
ヨ ー ロ ツ パ の 記載で も其 の 色彩に就 い

幽
て 何等言及 して ゐ ない が ， 私の 見た限 りの 標本で は前背板及び 翅鞘 よ り恐幾分

濃色乃至 暗色で あ 砂
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で は 「黒色 を呈 し，其の 中

央は赤色光澤 を有す る」 と して
， 相當變化の ある こ と を示 して ゐる 。

　　何れ に せ よ
， 上 の 記 邇に よつ て

， 本種の 體 の 諸部 の 色彩は か な b變異す る も

の で あ る こ と を知 つ て お く必要が あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 菅 　　　　．　　　　 ．．契　　　　　　．　　　　 管

　　本種 の和名 と して は 百合糞葉蟲 ・カ ラ フ トア カ ハ ム シ ・ カ ラ フ 1・ク ビ ナ ガ

ハ ム シ 等が あ つ て 、先取權か らい へ ば後二 者の 何れ か を用 ゐ るの が 安當で あ ら

うけれ ど も， 樺太 の み に 産する もの で な い こ と が 判つ た今 日に於 て は ，
mel

’digetLa

の 學名 と共に 使用 された百合糞葉蟲 を改 め て 9 リ ク ビ ナ ガ ハ ム シ と した ら如何

だ らう ？

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 著　　　．　　　 ・　　　 菅　、．　　　　　　　　 菅

　　最後 に學名異 名表 を掲 げて お か う。
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，．　p．1．

9．・r漁 吻 H − R・ 狛 ・・hゆ ・・S・雌 ・79・・ P・・42・

be・unnea 　FA 腿 呶 USI
膏 Ent ・ Syst．ジ 1，2，

1792，　P．6．− L ・LCOD ・LrRE ，　Mon ・Phyt・
，
1・

　　 1845
， p，576．

nigrikvrSis 　Dol
，
　Dob ．　Zasshi

，
　XL

，
1928

，
　p，372，

　i．ユ，− CH 亡Jb
，
　Sylvia

，
　IV、，1，1933，
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　　爭i， IV
｛
1937，．　p．25，　f，1．（syn ．孕i）．

10） 岩本氏 も 同 氏 の 獲 た朝觧産 幅9？嚇α瑚 3 の そ れ を暗褐色 と，し丐 ゐ る 。 　
’

11〕 聾 印を 附 け た も の 以 外 は ♪ 私 の 直 接 見 た 丈獻 だ け を掲 げ る o
・
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